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3.サプライチェーンにおける我が国製造業の強み・弱み （1）サプライチェーンの中核を捉えたものづくり
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資料：Korea Customs Service
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図２33-1　韓国の輸出総額と、日本からの輸出入額の比較
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備考：利益増加（減少）企業とは、リーマンショック前と現在を比較し、営業利益が５％以上増加（減少）した企業。
資料：経済産業省調べ（11年1月）
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図２33-2　リーマンショックから現在までの業績推移（工程別）
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高品質な素材で世界トップシェアを獲得 リンテック（株）
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コラム

オーダーメイドによる中核部素材の製造 第一稀元素化学工業（株）
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リチウムイオン電池分野における日系企業の競争力
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①リチウムイオン電池、関連部材の日系企業シェア
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資料：平成21年度産業技術調査事業委託費「日本企業の国際競争ポジションの定量的調査分析事業」（委託先：富士キメラ総研）等より経済産業省作成

51.4

80.4 

60.2  57.7
 51.0

68.1

48.6

100 100

 90.6

76.5
81.2 83.8

75.5
69.3 71.4

80.4

72.0

81.0

92.0

79.4
　

31.8

図１　リチウムイオン電池分野における日系企業の世界シェア推移

図2　リチウムイオン電池の種類および市場規模（2008年）
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②競争力の背景
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③製造拠点の立地
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資料：「次世代自動車戦略研究会電池戦略ワーキンググループ（第１回）」配布資料 
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図3　小型民生用リチウムイオン電池のメーカー別市場シェアの推移
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リチウムイオン電池の高性能化のためには、負極材を高容量化
しなければいけない。日立化成工業（株）は、創業当時から培っ
てきたカーボン技術を基に研究開発を重ね、高容量化を可能にす
る人造黒鉛の開発に成功した。 同社のカーボン負極材は、その
独自技術により世界トップシェア（45％）を誇る。
また、負極材は電池ごとに、他の材料の特性に合わせながらカ

スタマイズする必要がある。天然黒鉛と人造黒鉛の配合比率や表
面の形状加工、粒子形状等を顧客使用の他部材（正極材など）と
すり合わせをしながら作り込む、その蓄積が同社のノウハウであ
り、同社の国際競争力の礎となっている。

④今後の市場動向
リチウムイオン電池市場は、各種民間予測において2009年時点で約1～2.5兆円の市場とされており、2014年

時点では約2.5～5兆円まで拡大する見通しである。そして、その伸びの大部分は（現時点では市場全体の数％程
度の）車載用電池と予想される。車載用リチウムイオン電池に使用される原材料は、民生用と比較して大量となる。
例えば、負極材の使用量は携帯電話1台あたり数グラムであるが、ハイブリッド車用電池では5キログラム、電気
自動車では30キログラム程度となり、1台あたりの使用量は数千倍となる。
車載用電池には、一度に充電できる電気量の確保（高密度化）、安全性の強化、繰り返し充電を行っても充電量

が低下しない工夫（長寿命化）、充放電時間（入出力）の短縮等が要求される。日系各社は、車載用電池に求めら
れる特性を踏まえた製品開発を進めているが、ここでも従来の生産活動によって蓄積された生産技術が活かされ
ており、車載用電池の領域においても、日本企業の競争力は高いと認識する企業が多い。
しかし、おそらく車載用電池分野においても、海外の電池メーカーはコスト競争力を高める戦略をとり、大投

資競争時代が始まることが予想される。我が国の技術優位性を活かしつつ、コスト低減と市場拡大を図るためには、
国際的な標準化を主導していくことが極めて重要である。
2010年4月に経済産業省がとりまとめた「次世代自動車戦略2010」では、国際標準化が将来の競争力の源泉

になるとの認識に基づき、官民で国際標準化に戦略的に取り組む司令塔機能を強化すべきと提言しており、これ
を受け、2010年6月には、（一社）日本自動車工業会内に「電動車両国際標準検討会」が設置され、各社の協力を
得て精力的な検討が進められている。

写真：リチウムイオン電池用カーボン負極材
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レアアース等設備導入補助金の活用 日本重化学工業（株）
日本重化学工業（株）はレアアース等設備導入補助金を活用し、レアアースの安定供給確保のために、ハイブ
リッド自動車用ニッケル水素電池や民生用ニッケル水素電池の製造に必要不可欠な水素吸蔵合金の原料となるレ
アアース合金の製造設備や、国内外から回収されたニッケル水素電池からレアアース等を抽出・回収する設備を
導入。これにより、高容量・高性能な超格子型水素吸蔵合金※などの電池用負極材料を安定して供給できる事業基
盤を強化する。
同補助金は、「レアアース等の使用量低減・代替」、「リサイクル」、「供給源の多様化」、「ユーザー産業によるレ

アアース等に関する試験・評価設備等の導入」といった用途に活用される。1,000億円以上の国内での設備投資
を誘発し、これから需要の急拡大が見込まれる電池部素材やネオジム磁石等の成長産業の生産拠点・コア技術の
海外流出を阻止。また、現状のレアアース国内需要約3万トンに対し、約1万トン／年の使用量低減・供給源の多
様化等の効果を有している。

※「超格子型水素吸蔵合金」は、La、Ce、Pr、Nd、Ni などのレアアース等を最適な組成比率によって使用することにより、電池に
必要な充放電特性やサイクル寿命特性を向上させることができる。

�¢���£�±�Ó�å� �½�£�”�ï�M
ˆ�æ�µ�«�w�ô�‡�“
東日本大震災においては、東北・関東地方の企業が被

災したことにより、製造工程上重要な部素材の供給が滞
り、国内外のサプライチェーンが大きな影響を受けた。
サプライチェーンの途絶が今回ほど広範囲・長期間に及
んだ事例を過去にみつけることは難しいが、2007年の中
越沖地震や、至近のレアアース等希少資源の入手困難の
問題などを契機に、今回の震災以前から、競争力上重要
な部素材に関するサプライヤーの寡占化の進展、希少資
源の価格高騰等により、サプライチェーンの途絶リスク
の高まりを指摘する声があった。
本項では、経済産業省が震災前に実施したアンケート

調査の結果等を元に、近年におけるサプライチェーン途
絶リスクの高まり、企業の対策状況を分析するとともに、
今後我が国が構築すべき、強靱なサプライチェーンのあ
り方を検証する。

�ƒ�æ�µ�«�w�ô�‡�“

調達する部素材の中で現在の調達先以外に代替できな
いものの有無を尋ねたところ、約5割の企業が、調達す
る部素材の中に代替不可能なものがあると回答している
（図233-3）。この背景には、グローバル競争の激化とと
もに、製造業のサプライチェーン全体において、徹底し
た効率化・低コスト化がすすめられてきた結果として、
完成品メーカーからみた二次下請以下で、中核部素材の
生産が特定の企業に集中する事態が生じたことがあると
考えられる。その結果、サプライチェーンの構造は、取
引先が各段階でそれぞれ複数の調達先から部素材を購入
し、代替可能性が確保された「ピラミッド構造」ではな
く、二次取引先以下で部素材の供給が一部の事業者に集
中する「ダイヤモンド構造」となっていた（図233-4）。
また、完成品メーカーのサプライヤーに対する技術要
求水準の高まりとともに、メーカー毎に必要以上に独自

写真：水素吸蔵合金
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資料：経済産業省調べ（11年2月）

(n=1,988)
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図２３３-３　調達する部素材の中で現在の調達先以外に代替ができないものの有無

図233-4　ダイヤモンド構造のサプライチェーン

�Ð�å�Û�¿�Å�Ï ��
�‡�%�»�– �t ó
:�w æ
É�P�Ý�” �§�” �U�¿ �M
D�ú �› �� 
R
�‡
’ 	Í �~
’ �< �¤�‘ �w�Š
Ú�t �S�M�o�E�8 �D�ó 
Q�› �¬ �-

�ì 
R	�
�Ý�” �§�”

Tier 1 Tier 1

Tier 2
�Ž �<

�ì 
R	�
�Ý�” �§�”

Tier 1 Tier 1

ƒ
�B

ƒ
�B

�E�8 �D�ó �E�8 �D�ó

�¼�  �à �Þ�ï �Å�Ï ��
�‡�› �� �Ä�À	� �t 
\ �ˆ�U 	B�¤ �` �o�M�” æ
É�P�U�� �O
�‡�p �˜ �Ä�À	� �wƒ�B �t �‘ �“ �z�± �Ó�å�  �½�£�” �ï 
¶ �. �t
�è �¹ �UC
\

�ì
R 	�
�Ý�” �§�”

Tier 1

�ì 
R	�
�Ý�” �§�”

Tier 1

ƒ �B

�E�8 Æ�D

Tier 1

Tier ��
�Ž �<

Tier 1

Tier ��
�Ž �<

資料：経済産業省作成



121

æ
É�P�w
\�ˆ�w�^�’�t	Í�v�t�•�”�b�”�z�j�P�‰�w�™�…

�M
ˆ�æ�µ�«�t�0�b�”�þ�q�$��	ú�‹�ô�‡�l�o�M�”�{�›�t�z

�÷	¥�Â�è�Ï�•���3�?�é�s�w �*�5 ���È
a¼�•�Í
H�E�×�ˆ	��›

�x�a�Š�q�b�”�ôÇ�C�A�‹�~�ô�;�ó
a¼�w
a���t�;�M�’�•

�”�è�ž�ž�”�µ�¢�1�T�¨�£�w
\�ˆ�”�x� �O
Q�U�ô�X�z�f�U

���w���Ö�w�Gæü�›�¤���t�‘���`�o�M�”	Ý�¯�p�K�”�¢
$

�����������£�{�‡�h�z�¤���w�è�ž�ž�”�µ��	Z�w�ÿ���Â�U�Ô�Š�²

�Z�p�K�“�z�Ô�Š�x
H�„�p�‹��
:�w�è�ž�ž�”�µ�G�”	«…��

�q�s�l�o�M�”�¢
$�����������£�{

�\�O�`�h�¤�z�Ù�å�z�¤���x�è�ž�ž�”�µ�w��	Z
:�”���g

�›�§�=�b�”���²�t�K�“�z���������å�w�è�ž�ž�”�µ��	Z�î�›
²

�åz�p�ÿ�����Ë�_�n�`�h�¢
$�����������£�{�^�’�t�Š�å���D�z�è

�ž�ž�”�µ�.�ù�Ú�›�è�ž�ž�”�µ�w��	Z���g�0	Å�t�b�”�\�q

�›C¯�`�z�å�C¼�èü�w�î�w�¦�G�U�s�Z�•�y�z�è�ž�ž�”

31%

11%

50%

33%

37%

23%

53%

37%

（％）

(ｎ＝2,150)

自然災害
リスク

人的災害
リスク

取引先倒産
リスク

カントリー
リスク

５年前
現在

資料：経済産業省調べ（11年2月）

0 20 40 60

図２３３-５　想定されるサプライチェーン途絶要因

（％）

7.4 20.9 39.7 32.0

49.6

49.9

31.3

40.230.622.17.2

24.627.017.1

35.612.42.1

35.712.52.3

日系企業
(n=1,630)

北米企業
(n=1,360)

欧州企業
(n=1,358)

中国企業
(n=1,543)

その他
アジア企業
(n=1,409)

きわめて大きな問題として意識している
ある程度の問題として意識している
あまり問題として意識していない
全く意識していない

資料：経済産業省調べ（11年2月）
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図２３３-６　競合企業により重要部素材の調達先が
　　　　   買収されるリスク（競合企業の国籍別）

資料：Mineral Commodity Summaries2011
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図２３３-７　レアアース生産量

資料：財務省「貿易統計」
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図２３３-８　日本のレアアース輸入先
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資料：中国税関(2010年）
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図２３３-９　中国のレアアース輸出相手国

表233-10　中国の対世界向けレアアースの輸出数量枠
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レアアース輸出価格 中国国内価格
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ネオジムメタル $42／kg $142／kg $284／kg $500／kg $279／kg
ジスプロシウムメタル $250／kg $400／kg $943／kg $3093／kg $2725／kg
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高シェア企業
(n=463)

それ以外の
企業

(n=2,388)

備考：高シェア企業とは、世界シェア３割以上の製品を持つ企業。
資料：経済産業省調べ（11年1月）
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調達先の部材調達先以上を把握しているが、原材料までの調達ルートは把握していない
原材料の調達ルートまで把握している
その他
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図２３３-１３　サプライチェーン（調達先）の把握状況
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それ以外の
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(n=2,392)

備考：高シェア企業とは、世界シェア３割以上の製品を持つ企業。
資料：経済産業省調べ（11年1月）
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極めて重要な部品･材料がある やや重要な部品･材料がある
存在しない どちらともいえない

17.3 22.2 39.1 21.4 

12.5 17.9 41.0 28.6 

図２３３-１４　供給途絶リスクの高い部素材の有無

図233-12　レアアースのサプライチェーン例

2010 4 201 1 2011 2011

$5 kg $67 kg $130 kg $141 kg $28 kg 
$7 kg $64 kg $133 kg $140 kg $25 kg 

$42 kg $142 kg $284 kg $500 kg $279 kg 
$250 kg $400 kg $943 kg $3093 kg $2725 kg 

�,����

資料：経済産業省作成
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(n=464)

それ以外の
企業

(n=2,387)

備考：高シェア企業とは、世界シェア３割以上の製品を持つ企業。
資料：経済産業省調べ（11年1月）
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図２３３-１５　レアアース等希少資源の使用状況
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それ以外の
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(n=285)

備考：高シェア企業とは、世界シェア３割以上の製品を持つ企業。
資料：経済産業省調べ（11年1月）
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図２３３-１６　レアアース等希	—資源の価格高騰・
　　　　　 入手困難時の対応策検討状況
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資料：経済産業省調べ（11年2月）

十分に取組が
進んでいる
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取り組んでいるが、
不十分である
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(n=956)

取組が進んでいない
32.3%

図２３３-１７　サプライチェーン途絶リスクに対する取組状況
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代替品･代替方法の開発
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緊急時対応方法の規程､社内体制整備

保険など金融商品を活用

資料：経済産業省調べ（11年2月）
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図２３３-１８　サプライチェーン途絶リスク低減にむけて検討・導入している方策（自社製品・調達品別）

資料：(株)帝国データバンク「BCP（事業継続計画）についての
企業の意識調査」（11年6月）
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図２３３-19　BCPの策定状況（製造業）

資料：(株)帝国データバンク「BCP（事業継続計画）に
ついての企業の意識調査」（11年6月）
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図２３３-20　BCP未策定の理由（製造業）
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BCPにより被害を最小化 （株）リコー
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(n=3,042)

BCPを知っていたが、
策定していなかった企業

(n=991)

BCPを策定
していた企業
(n=231)

資料：(株)帝国データバンク「BCP（事業継続計画）についての企業の意識調査」（11年6月）
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26.7  17.8  55.5 

37.4  20.7  41.9 

66.7  19.5  13.9 

図233-21　BCPについての今後の対応（製造業）
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16.4
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8.2

8.2
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(n=61)

資料：経済産業省調べ（11年1月）

図２３３-22　レアアース等希	—資源の価格高騰・入手困難への対策

（％）

5年前
(n=2,414)

現在
(n=2,611)

5年後
(n=2,520)

資料：経済産業省調べ（11年1月）

0 20 40 60 80 100

最終製品メーカー 中核部品メーカー その他部品メーカー 素材メーカー 資源メーカー
製品流通業者

37.2  10.5  4.3  29.6  7.9  10.5 

35.2  10.3  4.9  29.4  10.0  10.2 

35.0  9.1  4.2  28.9  13.3  9.5 

グラフベースの線　0.1mm
グラフの文字の級数　9Q
凡例の級数　8Q
備考欄の文字　7Q

図２３３-２４　サプライチェーンで価格支配力を持つ担い手の変化
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基本的に自社
だけで対応

協力会社と連携
して実施

素材･原材料
メーカーと

連携して実施

商社などと連携
して実施

（％）

54.0

50.8

20.6

6.3

6.3

(n=63)

資料：経済産業省調べ（11年1月）

図233-23　レアアース等希	—資源の価格高騰・入手困難
　　　　　 への対策実施体制
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レアアースなど希少資源の安定供給確保のためには、資源の使用量削減や備蓄に加え、使用済み製品等の回収
等を通じた、資源のリサイクルに取り組むことが重要である。

①（株）日立製作所の取組
（株）日立製作所は、同社の主力製品の一つであるモーターについて、製造工程で必要となるレアアースの調達
不全リスク低減を図るため、レアアースをリサイクルする技術開発に取り組んだ。その結果、2010年12月、ハー
ドディスクドライブのモーターなどの使用済み製品からレアアース磁石を分離・回収する装置を開発するととも
に、乾式手法による実験で、レアアース磁石からのレアアース抽出に成功した。今回開発した方法では、従来の
方法に比べて作業効率が高まるとともに、コストや環境負荷の低減が期待されている。
　同社は今後、使用済み製品の回収スキームの構築などの課題に対する検討を含め、リサイクル全体のコスト

や回収率などの試算を実施し、2013年をめどにリサイクルの本格稼働を目指している。

②（株）三徳の取組
レアアース合金の生産を主力事業とする（株）三徳は、「原材料を安定的に確保し、ものづくりに必要な素材を

安定的に供給することは、素材産業の社会的責任」という考えから、レアアースのリサイクル事業に取り組んで
いる。
同社は、取引先が磁石を製造する過程で発生するスクラップを回収し、最も有効な方法で再生する「ユーザー

間循環システム」を既に事業化している。さらに同社は、湿式法により、使用済み製品から回収したレアアース
を効率よく分離・抽出し、同社開発による技術と工業規模では国内唯一となる設備を用いて金属還元を行い、磁
石合金へ再利用するための技術開発にも取り組んでおり、自動車メーカーや家電メーカーと意見交換しながら、
リサイクルの拡大に向けた研究を進めている。
　
なお、両社が取り組む使用済み製品からのレアアースリサイクル技術の開発には、経済産業省の平成21年度新

資源循環推進事業費補助金が活用された。

写真：ハードディスクドライブ分解の流れと分離・回収されたレアアース磁石部品������


